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2. 水理地質構造 

2.1 ダム基礎の水理地質特性 
2.1.1 ダムサイト地質構成 
 ダムサイト付近に分布する地質は、梨平層とその上位の天王寺層である。このうち、ダム基礎

岩盤を構成する梨平層は、安山岩質の軽石礫を多量に含む均質・硬質な火山礫凝灰岩（Nlt(1)、

Nlt(2)）と、巨礫を含み淘汰の悪い礫岩層（Ncg(1)～(4)・Ncg-si・Ncg-tf）とに大別される。 

 ダムサイト付近の地層は、大局的には南北走向を示し、右岸上流から左岸下流に向かった 5～

10°で東側に緩く傾斜している。また、N10W～N10E 程度の走向で、60～80°西側に傾斜した高

角度割れ目があり、特に火山礫凝灰岩には多数認められる 
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摺上川ダムサイト 地質層序 
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2.1.2 ダムサイトの透水性及び地下水位の概要 
(1) 透水性状 
 火山礫凝灰岩（Nlt(1)・火山礫凝灰岩 2（Nlt(2)）・砂岩・細礫岩互層（Nst）では、

割れ目が透水経路となっている。これらの割れ目は出現頻度は低いものの連通性が高

い。また、深部でも透水性の高い割れ目がごくまばらに分布していることがある。 

 礫岩 1・2（Ncg(1)・(2)）は固結が弱く、割れ目の影響をあまり受けずに、地層の粒子間空隙

が透水経路となっている。地層の連続方向に地下水が移動するものと推定される。 

 礫岩 3・4（Ncg(3)・(4)）、凝灰岩質礫岩（Ncg-tf）は全体に透水性が低く、割れ目も少ない

が、火山礫凝灰岩（Nlt(1)）・火山礫凝灰岩 2（Nlt(2)）と同様に割れ目を透水経路としている

ものと推定される。 

 左岸では、洪水吐き付近の礫岩 3（Ncg(3)）と火山礫凝灰岩 2（Nlt(2)）の地層境界で、20Lu

以上の値を示す範囲が連続的に分布する。また、火山礫凝灰岩 2（Nlt(2)）に存在する南北方向

の高角度割れ目も 5～10Lu を示す箇所が洪水吐き付近に散在する。砂岩・細礫岩互層（Nst）中

にも、断続的ながら 10Lu 以上を示す箇所が認められる。 

 右岸では、火山礫凝灰岩 2(Nlt(2))層・シルト質礫岩（Ncg-si）層とともに、褐色化した南北

方向の高角度割れ目が、10Lu 以上を示す箇所が認められる。 








	国土交通省 東北地方整備局 摺上川ダム
	2. 水理地質構造
	2.1 ダム基礎の水理地質特性
	2.1.2 ダムサイトの透水性及び地下水位の概要
	2.1.1 ダムサイト地質構成

	2.2 水理地質構造図
	(1)着岩面展開図（地質区分）
	(2)着岩面展開図（岩級区分）
	(3)ダム軸地質図






